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4
7
都
道
府
県
完
走

　

全
国
の
仲
間
と
分
か
ち
あ
う

　
　
　
　
　

熱
い
思
い
の
一
歩
一
歩

　

７
月
2
5
日
、
北
海
道

・
宗
谷
岬
を
出
発
し
た

「
が
ん
ば
れ
難
病
患
者

日
本
一
周
激
励
マ
ラ
ソ

ン
」
は
、
1
1
1
1
1
1
一
月
2
6
日
、

全
国
か
ら
結
槃
し
た
約
３
５
０
人
の
仲

間
に
迎
え
ら
れ
、
無
事
、
東
京
・
厚
生

省
前
に
到
着
し
ま
し
た
。
厚
生
大
臣
に

要
望
書
を
手
渡
し
、
最
後
の
寄
せ
書
き

に
署
名
を
貰
い
ま
し
た
。

厚生省前で厚生大臣、知事の署名を披露する湯本さん(左から２人目)、

伊藤代表(左から３人目)

　

出
発
の
日
、
宗
谷
岬
は
気
温
1
2
度
、

冷
た
い
雨
、
風
と
い
う
悪
天
候
で
し
た
。

青
森
県
か
ら
は
連
日
、
気
温
3
5
度
以
上

と
い
う
猛
暑
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
関

東
を
抜
け
、
中
部
、
北
陸
へ
、
山
陰
で

は
台
風
に
も
遭
遇
し
ま
し
た
。
九
州
へ

は
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
走
っ
て
渡
り
ま
し

た
。
沖
縄
で
も
走
り
ま
し
た
。
再
び
、

九
州
、
四
国
、
東
海
を
経
て
、
厚
生
省

に
到
着
。
最
終
日
、
苫
小
牧
を
出
発
し
、

雪
の
札
幌
市
役
所
に
到
着
。
１
２
８
日

目
、
北
海
道
庁
赤
レ
ン
ガ
前
の
ゴ
ー
ル

テ
ー
プ
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
ら
の
足
で
、
日
本
全
国
を
一
歩
一

歩
夢
に
向
か
っ
て
走
り
続
け
た
滓
本
さ

ん
。
ラ
ン
ナ
ー
を
バ
イ
ク
で
サ
ポ
ー
ト

し
、
全
国
一
周
を
果
た
し
た
佐
藤
さ
ん
。

危
険
を
顧
み
ず
高
所
に
よ
じ
の
ぽ
り
、

鋭
い
目
線
で
ラ
ン
ナ
ー
を
追
い
か
け
た

カ
メ
ラ
マ
ン
阿
部
さ
ん
。
み
ん
な
の
心

配
を
よ
そ
に
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
役
の
伊

藤
さ
ん
。
し
か
し
、
忘
れ
て
な
ら
な
い

の
は
、
全
国
の
多
く
の
仲
間
の
支
援
に

よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
を
通
し
て
新
し

い
、
素
晴
ら
し
い
絆
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

明
日
へ
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

で
は
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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一 一 一 一

日
本
」
周
激
励
マ
ラ
ソ
ン

　

激
走
の
記
録
を
誌
上
で
再
び

　

が
ん
ば
れ
難
病
患
者
日
本
一
周
激
励
マ
ラ
ソ
ン
激
走
日
誌
抜
粋
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン

本
隊
の
日
誌
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
２
８
日
問
の
激
走
の
様
子
を
も
う
一
度
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
振
り
返
っ
て
み
た

い
と
思
い
、
全
行
程
を
一
挙
掲
載
し
ま
し
た
。
激
励
了
フ
ソ
ン
隊
の
軌
跡
を
地
図
で

追
い
な
が
ら
、
日
本
一
周
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

〔
７
月
2
5
日
（
日
）
〕

宗
谷
岬
↓
豊
富
町
（
6
3
㎞
）

　

横
な
ぐ
り
の
雨
、
午
前
８
時
、
最
北
端

の
地
、
宗
谷
岬
を
た
く
さ
ん
の
声
援
の
中
、

が
ん
ば
れ
難
病
患
者
日
本
一
周
激
励
マ
ラ

ソ
ン
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
。

　

〔
７
月
2
6
日
（
月
）
〕

豊
富
町
↓
音
威
子
府
村
（
8
4
に
ｍ
）

　

今
日
は
、
全
日
程
上
、
一
番
長
い
8
4
に
ｍ

の
走
行
。
朝
７
時
出
発
、
雨
の
中
コ
ン
ビ

ニ
弁
当
を
神
社
の
軒
先
で
食
べ
、
宿
到
着

午
後
９
時
過
ぎ
。

　

〔
フ
月
2
7
日
（
火
）
〕

音
威
子
府
村
↓
士
別
市
（
7
4
に
ｍ
）

　

音
威
子
府
の
山
中
で
昼
食
。
士
別
市
の

患
者
さ
ん
多
数
応
援
に
か
け
つ
け
る
。

　

〔
７
月
2
8
日
（
水
）
〕

士
別
市
↓
旭
川
市
（
5
6
に
ｍ
）

　

午
前
７
時
出
発
、
「
旭
川
走
ろ
う
会
」

な
ど
2
4
人
の
伴
走
者
。
午
後
４
時
過
ぎ
旭

川
市
到
着
。
市
長
は
じ
め
１
５
０
人
出
迎

え
、
消
防
署
音
楽
隊
が
盛
大
に
セ
レ
モ
ニ

ー
を
盛
り
上
げ
る
。

　

〔
７
月
2
9
日
（
木
）
〕

旭
川
市
↓
雨
竜
町
（
5
9
に
’
一
）

　

午
前
７
時
4
5
分
出
発
、
濁
流
の
石
狩
川

沿
い
神
居
古
潭
を
走
行
。
北
竜
町
教
育
長

２

か
ら
寄
せ
書
き
。

　

〔
７
月
3
0
日
（
金
）
〕

雨
竜
町
↓
岩
見
沢
市
（
5
8
に
ｍ
）

　

難
病
連
美
唄
支
部
の
仲
間
の
見
送
り
。

美
唄
か
ら
の
途
中
、
バ
ス
停
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
か
ら
応
援
を
受
け
る
。

　

〔
７
月
3
1
日
（
土
）
〕

岩
見
沢
市
↓
札
幌
市
（
4
4
に
ｍ
）

　

午
前
８
時
、
岩
見
沢
支
部
準
備
会
の
人

々
に
見
送
ら
れ
、
一
路
札
幌
市
へ
向
け
出

発
。
午
後
３
時
、
難
病
セ
ン
タ
ー
到
着
。

　

〔
８
月
１
日
（
日
）
〕

札
幌
市
↓
定
山
渓
（
2
4
J
）

　

北
海
道
難
病
連
全
道
集
会
開
催
。
ラ
ン

ナ
ー
の
湯
本
さ
ん
激
励
。
集
会
会
場
「
か

で
る
」
前
か
ら
多
数
の
伴
走
者
と
午
後
３

時
出
発
。

　

〔
８
月
２
日
（
月
）
〕

定
山
渓
↓
ニ
セ
コ
町
（
6
5
に
ｍ
）

　

土
砂
降
り
の
中
、
中
山
峠
を
越
え
て
ニ

セ
コ
ま
で
走
行
。
連
日
の
雨
、
雨
で
一
部

畑
も
冠
水
。

　

〔
８
月
３
日
（
火
）
〕

ニ
セ
コ
町
↓
長
万
部
町
（
6
5
に
ｍ
）

　

快
晴
、
羊
蹄
山
に
見
送
ら
れ
て
ニ
セ
コ

を
出
発
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
そ
う
と
う
日
焼

け
が
す
す
み
ま
し
た
。

　

〔
８
月
４
日
（
水
）
〕

長
万
部
町
↓
森
町
（
6
3
㎞
）

　

国
立
八
雲
病
院
筋
ジ
ス
病
棟
に
寄
る
。

南
九
州
病
院
筋
ジ
ス
病
棟
へ
の
手
紙
を
頼

全道集会から多くの伴走ランナー

と一緒に出発する渾本さん

　　　

1999-12

　

、||恥IS･の11１

ま
れ
る
。

　

〔
８
月
５
日
（
木
）
〕

森
町
↓
函
館
市
↓
青
森
市
（
6
3
に
ｍ
）

　

非
常
に
暑
い
一
口
、
函
館
で
大
歓
迎
を

受
け
る
。
フ
ェ
リ
ー
で
青
森
に
渡
る
。
夕

食
に
で
た
時
、
ね
ぶ
た
祭
を
見
物
。

　

〔
８
月
６
日
（
金
）
〕

青
森
市
↓
七
戸
町
（
6
4
に
ｍ
）

　

青
森
県
庁
。
県
知
事
出
迎
え
、
署
名
。

患
者
会
、
県
職
員
な
ど
約
２
０
０
人
が
盛

大
に
集
会
を
盛
り
上
げ
る
。
一
一
週
間
ぶ
り

に
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
つ
か
る
。

　

〔
８
月
フ
日
（
土
）
〕

七
戸
町
↓
二
戸
市
（
6
5
に
ｍ
）

　

七
戸
町
、
盛
田
氏
補
給
物
資
を
提
供
し

て
く
だ
さ
る
。

　

〔
８
月
８
日
（
日
）
〕

二
戸
市
↓
玉
山
村
（
6
0
に
ｍ
）

　

大
三
本
木
峠
を
越
え
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡

支
局
か
ら
取
材
あ
り
。

　

〔
８
月
９
日
（
月
）
〕

ｊ夕ざ
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玉
山
村
↓
盛
岡
市
↓
雫
石
市
「
3
7
」
…
）

　

岩
手
県
庁
訪
問
、
保
健
福
祉
部
長
対
応
。

集
会
参
加
者
4
0
人
。

　

〔
８
月
1
0
日
（
火
）
〕

雫
石
市
↓
角
館
市
（
5
8
㎞
）

　

連
日
記
録
的
な
猛
暑
の
中
、
無
事
秋
田

県
入
り
し
ま
し
た
。
角
館
市
で
Ａ
Ｌ
Ｓ
の

患
者
さ
ん
宅
を
訪
問
。

　

〔
８
月
1
1
日
（
水
）
〕

角
館
市
↓
秋
田
市
（
4
3
に
ｍ
）

　

秋
田
県
庁
訪
問
、
福
祉
保
健
部
長
対
応
。

県
庁
前
集
会
に
6
0
人
の
患
者
さ
ん
が
心
の

こ
も
っ
た
歓
迎
。

　

〔
８
月
1
2
日
（
木
）
〕

秋
田
市
↓
象
潟
町
（
7
1
に
ｍ
）

　

車
椅
子
の
リ
ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
が
朝
早

い
出
発
に
か
け
つ
け
て
く
れ
る
。

　

〔
８
月
1
3
日
（
金
）
〕

象
潟
町
↓
酒
田
市
（
5
5
に
ｍ
）

　

サ
ポ
ー
ト
車
パ
ン
ク
。
カ
メ
ラ
マ
ン
阿

部
氏
、
新
庄
の
ご
両
親
生
家
に
立
ち
寄
る
。

　

〔
８
月
1
4
日
（
土
）
〕

　

調
整
日
で
初
の
休
息
日
。
洋
本
さ
ん
の

体
重
４
㎏
増
、
体
重
復
活
。

　

〔
８
月
1
5
日
（
日
）
〕

酒
田
市
↓
新
庄
市
（
5
4
に
ｍ
）

　

阿
部
氏
ご
両
親
、
応
援
グ
ッ
ズ
多
数
買

上
げ
。
そ
の
他
寄
贈
あ
り
。

　

〔
８
月
1
6
日
（
月
）
〕

新
庄
市
↓
天
童
市
（
5
0
に
ｍ
）

　

〔
８
月
1
7
日
（
火
）
〕

天
童
市
↓
山
形
市
↓
釜
房
（
5
7
に
ｍ
）

　

猛
暑
。
山
形
県
庁
訪
問
、
知
事
署
名
。

健
康
福
祉
部
長
代
理
対
応
。
県
庁
前
槃
会

4
0
人
の
患
者
・
家
族
が
参
加
。

　

〔
８
月
1
8
日
（
水
）
〕

釜
房
↓
仙
台
市
↓
柴
田
町
（
5
4
㎞
）

　

猛
暑
。
宮
城
県
庁
訪
問
、
知
事
対
応
、

署
名
。
バ
ー
レ
ー
７
台
が
先
導
。
知
事
応

接
室
に
集
会
に
集
ま
っ
た
１
０
０
人
全
貝

が
知
事
と
面
会
。

　

〔
８
月
1
9
日
（
木
）
〕

柴
田
町
↓
福
島
市
（
5
3
に
ｍ
）

　

猛
暑
。
福
島
県
庁
訪
問
、
知
事
署
名
。

出
納
長
代
理
対
応
。

　

〔
８
月
2
0
日
（
金
）
〕

福
島
市
↓
猪
苗
代
町
(
6
2
㎞
）

　

〔
８
月
2
1
日
（
土
）
〕

猪
苗
代
町
↓
津
川
町
（
7
4
に
ｍ
）

　

新
潟
県
に
入
っ
て
よ
う
や
く
小
雨
、
ほ

っ
と
ひ
と
息
。

　

〔
８
月
2
2
日
（
日
）
〕

猛暑の中をひたすら走る山形県最

上川橋付近

３１

津
川
町
↓
新
潟
市
（
5
7
に
ｍ
）

　

朝
６
時
ス
タ
ー
ト
。
し
か
し
、
コ
ン
ビ

ニ
が
見
つ
か
ら
な
い
。

　

〔
８
月
2
3
日
（
月
）
〕

新
潟
市
↓
長
岡
市
（
5
9
㎞
）

　

新
潟
県
庁
訪
問
。

　

〔
８
月
2
4
日
（
火
）
〕

長
岡
市
↓
石
打
（
6
7
に
ｍ
）

　

長
岡
市
役
所
で
激
励
ミ
ニ
集
会
。
ご
両

親
が
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
の
松
木
さ
ん
伴
走
。

　

〔
８
月
2
5
日
（
水
）
〕

石
打
↓
湯
宿
（
5
3
に
ｍ
）

　

難
所
ゴ
ユ
国
峠
を
元
気
に
通
過
。
群
馬

県
入
り
。
新
治
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
歓
迎

ミ
ニ
集
会
。

　

（
８
月
2
6
日
采
）
〕

湯
宿
↓
前
橋
市
（
5
3
に
ｍ
）

　

群
馬
県
庁
訪
問
。
パ
ト
カ
ー
先
導
で
ラ

ン
ナ
ー
到
着
。
県
知
事
も
出
席
の
県
庁
前

集
会
に
２
０
０
人
参
加
。
中
学
校
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
の
応
援
。

　

〔
８
月
2
7
日
（
金
）
〕

前
橋
市
↓
岩
舟
町
（
6
1
に
ｍ
）

　

伴
走
ラ
ン
ナ
ー
次
々
と
参
加
。

　

〔
８
月
2
8
日
（
土
）
〕

岩
舟
町
↓
宇
都
宮
市
（
4
0
㎞
）

　

〔
８
月
2
9
日
（
日
）
〕

宇
都
宮
市
↓
笠
間
市
（
3
8
に
ｍ
）

　

仏
の
山
峠
を
越
え
る
。
笠
間
で
大
歓
迎

を
受
け
る
。

　

〔
８
月
3
0
日
（
月
）
〕

笠
間
市
↓
水
戸
市
（
2
3
㎞
）

　

車
で
戻
り
栃
木
県
庁
訪
問
、
福
祉
部
長

対
応
、
署
名
。
再
び
笠
間
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
茨
城
県
庁
訪
問
、
知
事
対
応
、
署
名
。

患
者
、
家
族
２
０
０
人
参
加
。

　

〔
８
月
3
1
日
（
火
）
〕

水
戸
市
↓
牛
久
市
（
5
6
㎞
）

　

伴
走
ラ
ン
ナ
ー
、
町
ご
と
に
リ
レ
ー
伴

走
で
応
援
。

　

〔
９
月
１
日
（
水
）
〕

牛
久
市
↓
千
葉
市
（
6
8
㎞
）

　

い
よ
い
よ
千
葉
県
に
入
り
ま
し
た
。

　

〔
９
月
２
日
（
木
）
〕

千
葉
市
↓
川
口
市
（
4
8
㎞
）

　

千
葉
県
庁
訪
問
、
衛
生
部
長
対
応
、
署

名
。
東
京
・
亀
有
、
埼
玉
・
川
口
で
歓
迎

集
会
。

　

〔
９
月
３
日
（
金
）
〕

川
口
市
↓
所
沢
市
（
4
4
に
ｍ
）

　

埼
玉
県
庁
訪
問
、
健
康
福
祉
部
長
対
応
、

署
名
。
所
沢
で
歓
迎
集
会
。

　

〔
９
月
４
日
（
土
）
〕

所
沢
市
↓
大
月
市
（
6
8
に
ｍ
）

　

高
尾
山
口
で
東
京
の
見
送
り
多
数
。
山

梨
県
境
で
出
迎
え
を
受
け
る
。
伴
走
者
多

数
あ
り
、
坂
木
さ
ん
完
走
。

　

〔
９
月
５
日
（
日
）
〕

大
月
市
↓
甲
府
市
（
4
7
㎞
）

　

全
行
程
の
三
分
の
一
走
破
し
ま
し
た
。

富
士
吉
田
市
か
ら
医
学
生
1
-
H
人
が
伴
走
。

石
和
市
か
ら
も
病
院
職
貝
伴
走
。
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〔
９
月
６
日
（
月
）
〕

甲
府
市
↓
富
士
見
町
（
4
6
㎞
）

　

や
っ
と
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
山
梨
県

庁
訪
問
、
患
者
、
家
族
8
0
人
参
加
。
全
盲

の
透
析
患
者
の
伴
走
あ
り
。

　

〔
９
月
フ
日
（
火
）
〕

富
士
見
町
↓
明
科
町
（
6
8
㎞
）

　

国
道
を
そ
れ
、
旧
中
山
道
を
行
く
。
大

変
な
急
坂
、
昔
は
さ
ぞ
大
変
で
あ
っ
た
ろ

う
と
想
い
つ
つ
。

　

〔
９
月
８
日
（
水
）
〕

明
科
町
↓
長
野
市
（
6
1
に
ｍ
）

　

長
野
県
庁
訪
問
。
小
坂
さ
ん
が
全
行
程

伴
走
。

　

〔
９
月
９
日
（
木
）
〕

長
野
市
↓
新
井
市
（
5
0
に
ｍ
）

　

り
ん
ご
が
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る
、
山

村
風
景
の
中
を
走
る
。

　

〔
９
月
1
0
日
（
金
）
〕

新
井
市
↓
糸
魚
川
市
（
5
6
に
ｍ
）

　

「
え
ち
ご
、
つ
つ
い
し
、
お
や
し
ら
ず
」

と
言
わ
れ
る
北
陸
海
岸
線
を
走
る
。
三
度

目
の
日
本
海
を
の
ぞ
む

　

〔
９
月
1
1
日
（
土
）
〕

　

や
っ
と
二
度
目
の
調
整
日
。
で
も
洗
濯

や
機
材
の
点
検
で
忙
し
い
休
日
。

　

〔
９
月
1
2
日
（
日
）
〕

糸
魚
川
市
↓
魚
津
市
（
5
2
に
ｍ
）

　

天
下
の
剣
「
親
不
知
」
は
難
所
。

　

〔
９
月
1
3
日
（
月
）
〕

魚
津
市
↓
小
矢
部
市
（
6
2
に
ｍ
）

小児糖尿病の小学生もお父さんと

一緒に伴走（千葉県）

　

富
山
県
庁
訪
問
、
厚
生
部
長
対
応
、
署

名
。
患
者
、
家
族
１
０
０
人
参
加
。
地
元

北
日
本
放
送
密
着
取
材
。

　

〔
９
月
1
4
日
（
火
）
〕

小
矢
部
市
↓
金
沢
市
［
４
４
］
に
ｍ
）

　

石
川
県
庁
訪
問
、
厚
生
部
次
長
対
応
、

署
名
。
患
者
、
家
族
１
１
０
人
参
加
。

　

〔
９
月
1
5
日
（
水
）
〕

金
沢
市
↓
丸
岡
町
（
4
7
に
ｍ
）

　

午
後
か
ら
台
風
の
影
響
で
時
お
り
強
い

風
と
雨
。

　

〔
９
月
1
6
日
（
木
）
〕

丸
岡
町
↓
今
庄
町
（
5
3
㎞
）

　

福
井
県
庁
訪
問
、
福
祉
環
境
部
長
対
応
、

署
名
。
患
者
、
家
族
6
0
人
参
加
。

　

〔
９
月
1
7
日
（
金
）
〕

今
庄
町
↓
彦
根
市
（
6
1
k
）

　

高
月
町
役
場
前
で
ミ
ニ
歓
迎
集
会
。

　

〔
９
月
1
8
日
（
土
）
〕

彦
根
市
↓
大
津
市
(
5
8
㎞
）

　
　

「
東
レ
」
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
伴
走
。

ず
常
任
幹
事
会
を
ロ
程
に
あ
わ
せ
開
催
。

　

〔
９
月
1
9
日
（
日
）
〕

　

三
度
目
の
調
整
日
、
伊
藤
氏
（
常
任
幹

事
会
）
以
外
は
休
息
日
と
す
る
。

　

〔
９
月
2
0
日
（
月
）
〕

大
津
市
↓
亀
岡
市
（
4
3
山
）

　

滋
賀
県
庁
訪
問
、
知
事
対
応
、
署
名
。

１
０
０
人
参
加
。
午
後
、
京
都
府
庁
訪
問
、

副
知
事
対
応
、
署
名
。
１
０
０
人
参
加
。

多
発
性
硬
化
症
の
二
人
車
椅
子
で
伴
走
。

　

〔
９
月
2
1
日
（
火
）
〕

亀
岡
市
↓
福
知
山
市
（
6
3
に
ｍ
）

　

福
知
山
駅
前
で
ミ
ニ
集
会
。
台
湾
で
大

地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
。

　

〔
９
月
2
2
日
（
水
）
〕

福
知
山
市
↓
村
岡
町
（
6
7
に
ｍ
）

　

強
い
断
続
的
な
雨
、
取
材
、
集
会
の
多

い
一
日
。
終
日
賑
や
か
な
伴
走
。

　

〔
９
月
2
3
日
（
木
）
〕

村
岡
町
↓
鳥
取
市
（
5
4
に
ｍ
）

　

四
度
目
の
日
本
海
に
ほ
っ
と
す
る
。
ラ

ン
ナ
ー
湯
本
さ
ん
は
有
名
な
鳥
取
砂
丘
を

走
り
ま
し
た
。
鳥
取
日
赤
病
院
に
Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者
さ
ん
を
見
舞
う
。

　

〔
９
月
2
4
日
（
金
）
〕

鳥
取
市
↓
大
栄
町
（
5
4
に
ｍ
）

　

鳥
取
県
庁
訪
問
、
知
事
対
応
、
署
名
。

県
難
病
連
組
織
作
り
の
話
題
。
台
風
の
影

響
で
風
が
強
く
、
ラ
ン
ナ
ー
、
バ
イ
ク
は

苦
戦
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
し
が
み
つ
き
待

っ
て
い
て
く
れ
た
女
性
の
応
援
に
感
激
。

　

〔
９
月
2
5
日
（
土
）
〕

大
栄
町
↓
安
来
市
（
5
6
に
ｍ
）

　

全
行
程
の
半
分
を
走
り
き
り
ま
し
た
。

各
地
で
沿
道
応
援
を
受
け
る
。

　

〔
９
月
2
6
日
（
日
）
〕

安
来
市
↓
松
江
市
（
2
1
に
Ｅ
）

　

距
離
が
短
く
、
午
前
中
だ
け
の
ラ
ン
。

午
後
は
の
ん
び
り
過
ご
し
ま
し
た
。

　

〔
９
月
2
7
日
（
月
）
〕

松
江
市
↓
掛
合
町
（
4
6
㎞
）

　

久
し
ぶ
り
の
晴
天
。
鳥
根
県
庁
訪
問
、

健
康
衛
生
部
長
対
応
、
署
名
。
三
人
の
Ａ

Ｌ
Ｓ
患
者
さ
ん
の
願
い
を
ヘ
ア
ピ
ン
に
託

し
た
女
性
ラ
ン
ナ
ー
伴
走
。

　

〔
９
月
2
8
日
（
火
）
〕

掛
合
町
↓
三
次
市
(
5
8
J
）

　

島
根
県
腎
協
の
見
送
り
を
受
け
、
き
れ

い
な
川
（
神
野
瀬
川
）
を
楽
し
み
な
が
ら

の
一
日
。

　

〔
９
月
2
9
日
（
水
）
〕

三
次
市
↓
広
島
市
（
6
5
に
ｍ
）

　

日
本
海
と
瀬
戸
内
海
の
中
間
点
、
霧
の

町
一
二
次
市
を
出
発
。
宿
の
都
合
で
距
離
が

延
び
る
。

　

〔
９
月
3
0
日
（
木
）
〕

広
島
市
↓
岩
国
市
(
4
3
㎞
）

　

広
島
県
庁
訪
問
、
知
事
対
応
、
署
名
。

原
爆
ド
ー
ム
、
平
和
祈
念
碑
に
献
花
。

　

〔
1
0
月
１
日
（
金
）
〕

岩
国
市
↓
新
南
陽
市
（
5
9
に
ｍ
）

　

山
口
県
に
入
り
、
沿
道
の
応
援
多
数
。
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〔
1
0
月
２
日
（
土
）
〕

新
南
陽
市
↓
山
口
市
（
3
9
㎞
）

　

歴
史
を
実
感
さ
せ
る
町
に
入
っ
て
き
ま

し
た
。
予
定
よ
り
早
く
宿
に
到
着
。

　

〔
1
0
月
３
日
（
日
）
〕

　

休
養
日
、
急
に
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

〔
1
0
月
４
日
（
月
）
〕

山
口
市
↓
下
関
市
（
6
9
㎞
）

　

山
口
県
庁
訪
問
、
副
知
事
対
応
、
署
名
。

い
よ
い
よ
明
日
は
九
州
上
陸
。

　

〔
1
0
月
５
日
（
火
）
〕

下
関
市
↓
岡
垣
町
（
5
5
㎞
）

　

関
門
ト
ン
ネ
ル
を
走
っ
て
九
州
上
陸
。

門
司
で
山
口
県
と
福
岡
県
の
交
流
。

　

〔
1
0
月
６
日
（
水
）
〕

岡
垣
町
↓
筑
紫
野
市
（
5
7
に
ｍ
）

　

福
岡
県
庁
訪
問
、
参
加
者
１
２
０
人
。

　

〔
1
0
月
７
日
（
木
）
〕

筑
紫
野
市
↓
佐
賀
市
(
ｃ
＜
i
　
Ｂ
）

　

佐
賀
県
庁
訪
問
、
副
知
事
対
応
、
署
名
。

佐
豹
パ
県
の
歓
迎
行
事
と
時
間
あ
わ
ず
、
時

間
前
に
通
過
。
申
し
わ
け
な
い
。

　

〔
1
0
月
８
日
（
金
）
〕

佐
賀
市
↓
武
雄
市
（
3
0
に
ｍ
）

　

時
々
雨
、
今
日
も
歓
迎
の
方
々
と
時
間

あ
わ
ず
通
過
。
風
情
あ
る
温
泉
街
到
着
。

　

〔
1
0
月
９
日
（
土
）
〕

武
雄
市
↓
大
村
市
（
4
3
山
）

　

美
し
い
農
村
風
景
や
茶
畑
を
見
な
が
ら

の
ラ
ン
。

　

〔
1
0
月
1
0
日
（
日
）
〕

大
村
市
↓
長
崎
市
（
4
0
に
ｍ
）

　

美
し
い
海
岸
線
を
走
っ
て
、
平
和
祈
念

像
前
に
到
着
。
献
花
。

　

〔
1
0
月
1
1
日
（
月
）
〕

　

休
養
日
。
と
て
も
蒸
し
暑
い
一
日
。

　

〔
1
0
月
１
２
日
（
火
）
〕

長
崎
市
↓
長
洲
町
（
4
0
に
ｍ
）

　

長
崎
県
庁
訪
問
、
出
納
長
対
応
、
署
名
。

フ
ェ
リ
ー
で
熊
本
県
へ
、
有
明
海
の
夕
日

は
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　

〔
1
0
月
1
3
日
（
水
）
〕

長
洲
町
↓
宇
土
市
（
5
6
に
ｍ
）

　

熊
本
県
庁
訪
問
、
副
知
事
対
応
、
署
名
。

台
風
1
8
号
の
爪
痕
が
目
立
つ
。

　

〔
1
0
月
1
4
日
（
木
）
〕

宇
土
市
↓
芦
北
町
（
5
8
に
ｍ
）

　

台
風
の
爪
痕
が
生
々
し
く
続
く
。
水
俣

の
海
が
美
し
く
光
っ
て
い
る
。

　

〔
1
0
月
1
5
日
（
金
）
〕

芦
北
町
↓
宮
之
城
町
（
6
1
に
ｍ
）

　

鹿
児
島
県
入
り
、
賑
や
か
な
出
迎
え
、

伴
走
。
急
な
峠
の
あ
る
難
所
。

　

〔
1
0
月
1
6
日
（
土
）
〕

宮
之
城
町
↓
鹿
児
島
市
（
5
1
㎞
）

　

晴
れ
、
今
日
も
賑
や
か
な
伴
走
者
と
一

統
の
ラ
ン
。

　

〔
1
0
月
1
7
日
（
日
）
〕

　

調
整
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
日
に
備

え
加
治
木
町
か
ら
国
分
ま
で
訓
整
ラ
ン
。

　

〔
1
0
月
1
8
日
（
月
）
〕

鹿
児
島
市
↓
那
覇
市
（
2
5
㎞
）

･51

　

鹿
児
島
県
庁
訪
問
、
副
知
事
対
応
、
知

事
署
名
。
国
立
南
九
州
病
院
へ
、
北
海
道

の
八
雲
病
院
筋
ジ
ス
病
棟
か
ら
の
日
本
一

遅
い
手
紙
を
届
け
る
。
保
岡
衆
院
議
員
伴

走
。
空
路
沖
縄
入
り
。

　

〔
1
0
月
1
9
日
（
火
）
〕

那
覇
市
↓
那
覇
市
（
4
2
に
ｍ
）

　

沖
縄
県
庁
訪
問
、
副
知
事
対
応
、
署
名
。

南
部
を
ラ
ン
。
北
海
道
応
援
ツ
ア
ー
と
沖

縄
県
の
方
々
と
交
流
。
戦
跡
公
園
の
平
和

の
礎
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
記
念
館
訪
問
。
涙

止
ま
ら
ず
。
平
和
の
単
さ
を
学
ぶ
。

　

〔
1
0
月
2
0
日
（
水
）
〕

那
覇
市
↓
都
城
市
（
3
5
に
ｍ
）

　

い
よ
い
よ
帰
り
道
の
第
一
歩
。
焼
酎
の

名
産
地
へ
、
大
勢
の
出
迎
え
を
受
け
る
。

　

〔
1
0
月
2
1
日
（
木
）
〕

都
城
市
↓
宮
崎
市
（
5
6
㎞
）

　

宮
崎
県
庁
訪
問
、
県
知
事
対
応
、
署
名
。

１
０
０
人
を
超
え
る
人
が
出
迎
え
、
テ
ー

プ
を
切
っ
て
到
着
。

　

〔
1
0
月
2
2
日
（
金
）
〕

宮
崎
市
↓
日
向
市
（
6
5
㎞
）

　

高
校
一
年
サ
ッ
カ
ー
部
‥
‥
‥
一
人
な
ど
伴
走

し
、
日
向
市
役
所
で
職
貝
の
「
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
」
の
大
歓
迎
を
受
け
る
。

　

〔
1
0
月
2
3
日
（
土
）
〕

日
向
市
↓
重
岡
（
6
1
に
’
一
）

　

延
岡
市
を
通
過
し
、
山
道
に
入
る
。
洋

本
さ
ん
は
二
回
も
猪
を
見
た
と
い
う
。

　

〔
1
0
月
2
4
日
（
日
）
〕

重
岡
↓
犬
飼
町
（
5
2
㎞
）

　

朝
の
気
温
８
度
、
懐
か
し
い
風
景
の
中

を
ひ
た
す
ら
ラ
ン
。

　

〔
1
0
月
2
5
日
（
月
）
〕

犬
飼
町
↓
松
山
市
（
2
7
に
ｍ
）

　

大
分
県
庁
訪
問
、
副
知
事
対
応
、
署
名
。

　

「
冬
の
銀
河
」
の
著
者
・
故
草
伏
村
生
さ

ん
宅
訪
問
。
く
し
く
も
草
伏
さ
ん
の
命
日

と
知
ら
さ
れ
る
。
大
分
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー

で
四
国
へ
、
瀬
戸
内
海
に
夕
日
が
沈
む
。

　

〔
1
0
月
2
6
日
（
火
）
〕

松
山
市
↓
柳
谷
村
（
6
0
㎞
）

　

愛
媛
県
庁
訪
問
、
知
事
対
応
、
署
名
。

南
松
山
病
院
で
盛
大
な
歓
迎
。
急
坂
を
登

っ
て
ま
っ
暗
に
な
っ
た
山
道
を
ラ
ン
。

　

〔
1
0
月
C
M
日
（
水
）
〕

柳
谷
村
↓
伊
野
町
（
5
5
㎞
）

　

引
き
続
き
四
国
山
地
の
中
、
渓
谷
沿
い

の
国
道
を
ひ
た
走
る
。
高
知
放
送
密
着
取

材
。

　

〔
1
0
月
2
8
日
（
木
）
〕

伊
野
町
↓
安
芸
市
（
5
　
1
に
ｍ
）

　

高
知
県
庁
訪
問
、
副
知
事
対
応
、
署
名
。

幼
稚
図
児
が
鳴
子
踊
り
で
出
迎
え
、
稲
生

６卵1999-12丿ﾄﾞｹﾞ分･トレド
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小
児
童
が
伴
走
。
清
和
学
園
生
徒
伴
走
。

　

〔
1
0
月
2
9
日
（
金
）
〕

安
芸
市
↓
東
洋
町
（
7
2
に
ｍ
）

　

こ
れ
ま
で
で
一
番
美
し
い
奈
判
利
川
沿

い
の
山
道
を
行
く
。
峠
か
ら
の
東
洋
町
側

の
眺
め
が
絶
景
。
夕
方
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
患
者
さ

ん
宅
を
訪
問
。

　

〔
1
0
月
3
0
日
（
土
）
〕

東
洋
町
↓
日
和
佐
町
（
4
9
㎞
）

　

海
亀
の
来
る
町
と
し
て
有
名
な
口
和
佐

町
へ
。
宿
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
の
娘
さ
ん
が
訪

ね
て
来
る
。

　

〔
1
0
月
3
1
日
（
日
）
〕

日
和
佐
町
↓
阿
南
市
（
Ｊ
一
に
ｍ
）

　

美
し
い
海
岸
と
沖
合
に
小
島
が
あ
る
阿

南
市
へ
。
地
元
紙
報
道
で
反
響
大
。

　

〔
1
-
‐
月
１
日
（
月
）
〕

阿
南
市
↓
白
鳥
町
（
4
3
に
ｍ
）

　

徳
島
県
庁
訪
問
、
知
事
対
応
、
署
名
。

今
日
で
１
０
０
日
目
、
ゴ
ー
ル
ま
で
あ
と

ひ
と
息
。

　

〔
1
1
月
２
日
（
火
）
〕

白
鳥
町
↓
高
松
市
（
4
0
に
ｍ
）

　

香
川
県
庁
訪
問
、
出
納
長
対
応
、
知
事

署
名
。
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
さ
ん
宅
訪
問
。

　

〔
1
1
月
３
日
（
水
）
〕

高
松
市
↓
岡
山
市
（
3
4
㎞
）

　

フ
ェ
リ
ー
で
本
州
再
上
陸
。
岡
山
県
難

病
連
2
0
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
。

　

〔
‥
‐
月
４
日
（
木
）
〕

岡
山
市
↓
相
生
市
（
5
1
㎞
）

　

岡
山
県
庁
訪
問
。
瀬
戸
内
海
の
素
晴
ら

し
い
風
景
の
中
を
ラ
ン
。
夕
暮
れ
が
早
く

な
り
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
は
危
険
。

　

〔
‥
‐
月
５
日
（
金
）
〕

相
生
市
↓
舞
子
（
6
3
に
口
）

　

沿
道
歓
迎
さ
か
ん
。

　

〔
‥
‐
月
６
日
（
土
）
〕

舞
子
↓
大
阪
市
（
5
3
㎞
）

　

神
戸
市
で
は
消
防
隊
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

演
奏
。
よ
う
や
く
大
阪
へ
到
着
、
や
っ
た

Ｉ
と
い
う
感
じ
。

　

（
‥
‐
月
フ
日
百
）
〕

　

休
養
日
。
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
ベ
走
っ

た
り
、
床
屋
に
行
っ
た
り
と
忙
し
い
。

　

〔
1
1
月
８
日
（
月
）
〕

大
阪
市
↓
奈
良
市
（
4
5
a
）

　

車
で
兵
庫
県
庁
訪
問
、
副
知
事
対
応
、

署
名
。
急
い
で
大
阪
府
庁
訪
問
、
知
事
対

応
、
署
名
。
熱
烈
大
歓
迎
の
中
、
奈
良
市

へ
。
バ
イ
ク
の
佐
藤
さ
ん
風
邪
。

　

〔
1
1
月
９
日
（
火
）
〕

奈
良
市
↓
河
内
長
野
市
（
4
9
に
ｍ
）

　

奈
良
県
庁
訪
問
。
富
田
林
、
河
内
長
野

と
盛
大
な
歓
迎
ミ
ニ
集
会
。

　

〔
‥
‐
月
1
0
日
（
水
）
〕

河
内
長
野
市
↓
和
歌
山
市
（
5
9
に
口
）

　

和
歌
山
県
庁
訪
問
、
副
知
事
対
応
、
署

名
。
２
０
０
人
の
集
会
参
加
者
。

　

〔
‥
目
月
1
1
日
（
木
）
〕

和
歌
山
市
↓
五
条
市
（
5
7
㎞
）

　

保
育
園
児
１
６
０
人
が
小
旗
を
振
っ
て

･61

応
援
。
小
学
生
が
伴
走
。
道
の
駅
で
は
四

郷
千
両
太
鼓
の
出
迎
え
、
と
賑
や
か
。

　

〔
１
１
‥
月
1
2
日
（
金
）
〕

五
条
市
↓
波
瀬
（
5
7
に
Ｉ
Ｅ
一
）

　

柿
の
葉
寿
司
で
有
名
な
ヤ
マ
ト
吉
野
店

で
大
歓
迎
、
差
し
入
れ
い
た
だ
く
。
県
境

の
高
見
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
素
晴
ら
し

い
景
色
。

　

〔
1
-
‐
月
1
3
日
（
土
）
〕

波
瀬
↓
松
坂
市
（
5
6
に
ｍ
）

　

松
坂
牛
で
有
名
な
松
坂
市
へ
、
宿
で
花

の
出
迎
え
を
受
け
る
。

　

〔
‥
‐
月
1
4
日
（
日
）
〕

松
坂
市
↓
鈴
鹿
市
（
3
0
㎞
）

　

明
日
の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
、
津

市
を
越
え
、
鈴
鹿
市
ま
で
ラ
ン
。

　

〔
1
1
月
1
5
日
（
月
）
〕

鈴
鹿
市
↓
多
度
町
（
4
5
に
ｍ
）

　

車
で
三
重
県
庁
訪
問
、
知
事
対
応
、
署
名
。

　

〔
1
1
月
1
6
日
（
火
）
〕

多
度
町
↓
岐
阜
市
（
4
0
に
ｍ
）

　

岐
阜
県
庁
訪
問
、
副
知
事
対
応
、
署
名
。

か
わ
い
い
「
鵜
」
が
出
迎
え
。
「
伊
吹
お

ろ
し
」
と
言
う
木
枯
ら
し
の
中
の
ラ
ン
。

　

〔
‐
月
1
7
日
（
水
）
〕

岐
阜
市
↓
名
古
屋
市
（
4
4
㎞
）

　

愛
知
県
庁
訪
問
、
知
事
対
応
、
署
名
。

こ
の
日
に
合
わ
せ
愛
知
県
難
病
連
大
会
を

開
催
。
参
加
者
が
歓
迎
。

　

〔
‥
‐
月
1
8
日
（
木
）
〕

名
古
屋
市
↓
豊
橋
市
（
5
8
に
ｍ
）

神奈川から東京へ多摩川を渡る

　

国
道
１
号
線
を
東
上
、
排
気
ガ
ス
が
ひ

ど
い
。
沿
道
か
ら
う
れ
し
い
応
援
。

　

こ
‐
月
1
9
日
（
金
）
〕

豊
橋
市
↓
磐
田
市
（
5
1
に
Ｉ
Ｅ
一
）

　

愛
知
の
見
送
り
と
静
岡
の
出
迎
え
。

　

〔
1
1
月
2
0
日
（
土
）
］

磐
田
市
↓
静
岡
市
(
6
4
M
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
と
言
っ
て
親

子
３
人
飛
び
入
り
伴
走
。

　

〔
‥
‐
月
2
1
日
（
日
）
〕

　

休
養
日
。
だ
が
、
午
前
巾
は
３
つ
の
取

材
。
午
後
は
東
京
で
の
妓
終
打
ち
合
わ
せ
。

富
士
山
が
よ
く
見
え
た
の
で
ス
ケ
ッ
チ
。

　

〔
‥
‐
月
2
2
日
（
月
）
〕

静
岡
市
↓
沼
津
市
（
5
6
に
ｍ
）

　

静
岡
県
庁
訪
問
、
副
知
事
対
応
、
署
名
。

難
病
連
の
子
供
が
描
い
た
激
励
の
絵
を
繋

げ
て
歓
迎
。

　

〔
1
1
月
2
3
日
（
火
）
〕

沼
津
市
↓
箱
根
湯
本
（
4
5
に
ｍ
）

　

調
整
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
箱
根
の
山

1999-12
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越
え
。
渋
滞
ひ
ど
く
補
給
車
、
ラ
ン
ナ
ー

に
追
い
つ
け
ず
。

　

〔
‥
‐
月
2
4
日
（
水
）
〕

箱
根
湯
本
↓
藤
沢
市
（
3
9
に
ｍ
）

　

朝
か
ら
冷
た
い
雨
、
そ
ろ
そ
ろ
東
京
の

匂
い
が
し
て
き
た
。

　

〔
‥
‐
月
2
5
日
（
木
）
〕

藤
沢
市
↓
川
崎
市
（
3
5
に
ｍ
）

　

神
奈
川
県
庁
訪
問
、
副
知
事
対
応
、
署

名
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
放
送
見
ら
れ
な
く
て
残

念
。

　

〔
‥
‐
月
2
6
日
（
金
）
〕

川
崎
市
↓
東
京
（
2
6
㎞
）

　

東
京
都
庁
訪
問
、
衛
生
局
長
対
応
、
署

名
。
そ
の
後
、
全
国
の
仲
問
の
待
つ
厚
生

省
へ
。
厚
生
大
臣
署
名
に
応
じ
る
。
夜
、

議院面会所で国会議員出迎

え

東
京
到
着
を
祝
っ
て
懇
親
会
に
参
加
。

　

〔
1
1
月
C
S
J
日
（
土
）
〕

　

霞
ヶ
関
ビ
ル
で
全
国
患
者
・
家
族
集
会

に
参
加
。
集
会
後
、
大
洗
港
か
ら
フ
ェ
リ

ー
乗
船
。

　

〔
‥
‐
月
2
8
日
（
日
）
〕

　

フ
ェ
リ
ー
の
上
に
も
雪
が
ち
ら
つ
き
始

め
た
。
北
海
道
が
近
い
こ
と
を
実
感
。
苫

小
牧
港
に
上
陸
。

　

〔
1
1
月
2
9
日
（
月
）
〕

苫
小
牧
市
↓
札
幌
市
（
6
5
に
ｍ
）

　

朝
５
時
3
0
分
ス
タ
ー
ト
。
雪
の
札
幌
市

役
所
を
経
て
、
北
海
道
庁
赤
レ
ン
ガ
前
に

ゴ
ー
ル
イ
ン
。
遂
に
完
走
。
「
お
帰
り
な

さ
い
！
が
ん
ば
れ
難
病
患
者
日
本
一
周
激北海道庁赤レンガ前ゴールイ

ン

完走記念祝賀会で花束を受け取るマラ

ソンスタッフ４人

　　　　　　　　　　　　　　　

６㈲

励
マ
ラ
ソ
ン
完
走
を
祝
う
会
」
に
出
席
、

洋
本
さ
ん
一
年
数
か
月
ぶ
り
に
シ
ュ
ー
ズ

型
ジ
ョ
ッ
キ
ー
で
ビ
ー
ル
を
乾
杯
。
お
疲

れ
さ
ま
、
深
本
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、
阿
部

さ
ん
、
伊
藤
代
表
幹
事
。

マラソン寄付・グッズー覧表

　　　　　　　　　　　

99年12月15日現在

団　体　名 寄付金額 グッズ売上

北海道難病造

青森県実行委員会

岩手県実行委員会

宮城県難病造

秋田県難病連
山形県難病連

福島県難病連

茨城県難病連

栃木県難病連

群馬県難病造

埼玉県障難協
千葉県難病連

東京実行委員会
神奈川実行委員会

新潟県患協
富山県実行委員会

石川県実行委員会

福井県実行委員会

山梨県患協

長野県難病連

岐阜県難病連
静岡県難病連

愛知県難病造

三重県実行委員会

滋賀県難病造

京都難病造
大阪難病造

兵庫県難病造

奈良県難病造

和歌山県難病造

鳥取県実行委員会

島根県実行委員会

山口県実行委員会

岡山県難病造

広島県難病造
香川県難病造

愛媛県難病連

高知県難病造

徳島県実行委員会

福岡県難病造
佐賀県難病達

長崎県実行委員会

熊本県実行委員会

大分県難病造

宮崎県難病造

鹿児島難病造

沖縄県実行委員会
オストミー協会

ス　　　全　　協
日　　　肝　　協

全　　交　　災

全　　腎　　協

心　　臓　　病

全　　患　　協

パーキンソン
日　患　同　盟

全　　低　　訪

日　　　喘　　造

も　や　の　会
全　脊　桂　造

ベーチェット
ＪＰＣその他

6,098,422

　32,500

　85,800

　30,000

　61,000

　465,820

　40,000

1,025,110

　　2,000
　78,860

　71,860

　40,000

　　2,000

　21,000

　113,000

　10,000
　352,880

　315,000

　78,162

　35,000

　306,900

　891,521

　825,823

　　9,000

　50,000

　218,100
　12,100

　　5,000

　　5,000

　　8,150

　　8,000

　80,000

　302,100
　33,000

　13,000

　72,100

　　4,200

　78,100

　26,900

　　6,000

　30,000

　30,000
　33,000

　10,000

2,433,451

　81,400

　57,430

　15,000

　35,000

　20,000

　10,000
　965,999

3,815,650

　　3,000

　13,500
　503,180

　10,500

　55,000

　334,400

　　1,000

1,205,770

　17,000
　20,800

　75,300
　145,500

　194,300

　85,000

　39,020

　559,000
　164,300

　255,500

　324,400

　436,800

　479,500

　341,020

1,005,000

　425,210

　　　800

　241,500
　22,500

　50,000

　180,800

　250,000
　98,500

　382,700

　　　500

　89,300

　17,300

　164,500

　108,000

　594,140

　29,000

　446,550
　17,520

　512,780

　59,300

　233,200

　118,270

　119,400

　219,270

合　　　計 15,633,788 14,465,430

,7･
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マ
ラ
ソ
ン
成
功
と
難
病
対
策
の
拡
充
を

　
　

全
国
患
者
・
家
族
集
会
開
催
さ
れ
る

　

い
１
１
月
９
７
一
日
、
午
前
９
時
よ
り
東
京
霞
ヶ

　
　

体
の
県
支
部
や
市
民
が
協
力
し
て
、
Ｔ
Ｊ
Ｐ

関
「
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
」
で
全
国
患
者
・
家

　
　

Ｃ
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
幅

族
集
会
は
、
全
国
か
ら
約
１
５
０
人
の
参

　
　

広
い
連
帯
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

加
者
が
一
堂
に
会
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

難
病
公
費
負
担
制
度
の
患
者
負
担
を
元

　

冒
頭
、
伊
藤
代
表
幹
事
は
、
「
日
本
一

　
　
　

に
戻
し
、
総
合
的
難
病
対
策
の
拡
充
を
め

周
激
励
了
フ
ソ
ン
で
6
2
0
0
㎞
を
走
り

　
　

ざ
す
運
動
を
す
す
め
、
ゆ
た
か
な
医
療
と

き
っ
た
場
面
に
私
た
ち
が
組
織
と
し
て
関

　
　

福
祉
を
め
ざ
す
運
動
は
、
私
た
ち
の
前
に

わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
幸
運

　
　

数
多
く
山
積
し
て
い
ま
す
。
よ
り
一
屑
輪

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
大
き
く
し
て
運
動
を
強
め
て
い
き
ま
し

　

今
後
、
運
動
を
す
す
め
る
上
で
こ
の
経

　
　

よ
う
」
と
、
報
告
し
ま
し
た
。

験
は
貴
重
な
財
産
に
な
り
ま
す
。
多
く
の

　
　
　

第
二
部
マ
ラ
ソ
ン
報
告
で
は
ご
フ
ン
ナ

患
者
、
家
族
の
方
々
は
、
自
ら
参
加
出
来

　
　

Ｉ
の
洋
本
和
雄
さ
ん
が
「
み
な
さ
ん
と
こ

る
何
か
を
待
っ
て
い
る
の
で
す
。
創
意
工

　
　

こ
で
再
び
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
本

夫
、
情
熱
の
芽
を
摘
ん
で
は
な
ら
な
い
と
、

　
　

当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
6
2
0
0
㎞

全
国
を
回
っ
て
き
て
感
じ
ま
し
た
。
」
と
、

　
　

を
一
歩
一
歩
こ
こ
ま
で
走
れ
た
の
は
、
ス

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ッ
プ
、
患
者
と
家
族
の
み
な
さ
ん
の
温

　

つ
づ
い
て
、
小
林
事
務
局
長
が
基
調
報

　
　

か
い
声
援
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

告
と
し
て
、
コ
年
弱
の
準
備
期
間
を
経

　
　

す
。
各
地
で
抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
声
援

て
、
「
が
ん
ば
れ
難
病
患
者
日
本
一
周
激

　
　

を
い
た
だ
き
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
私

励
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
行
く
先
々
で
各
地
の

　
　
　

の
胸
の
中
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
」
と
、

患
者
や
家
族
、
市
民
、
自
治
体
関
係
者
ら

　
　

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

に
熱
烈
に
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

バ
イ
ク
で
伴
走
し
た
佐
藤
真
吾
さ
ん
、

　

こ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
難
病
対
策
、

　
　

カ
メ
ラ
マ
ン
の
阿
部
重
宣
さ
ん
が
紹
介
さ

福
祉
対
策
の
拡
充
が
多
く
の
人
々
に
共
通

　
　

れ
た
あ
と
、
各
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
デ
ジ
タ

す
る
課
題
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ

　
　

ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
見
な

せ
ま
し
た
。
こ
の
了
フ
ソ
ン
の
特
徴
は
、

　
　

が
ら
、
会
場
全
員
で
駈
け
足
で
し
た
が
日

Ｊ
Ｐ
Ｃ
加
盟
で
な
い
地
域
で
も
、
疾
病
団

　
　

本
一
周
気
分
に
浸
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
″

　

認
可

　
　
　
　
　

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
増
刊
通
巻
三
八
七
三
号
（
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
発
行
）

ｙ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
ａ
ｅ

ｓ
・
１
一
｀

ｔ

激
励
マ
ラ
ソ
ン

東
京
到
着
祝
う
一

懇
親
会
に
ぎ
や
か

　

1
1
月
2
6
日
、
東
京
、
厚
生
省
前
で
「
が

ん
ば
れ
難
病
患
者
日
本
一
周
激
励
マ
ラ
ソ

ン
」
の
到
着
を
待
ち
、
難
病
対
策
の
拡
充

を
訴
え
る
要
請
を
行
っ
た
全
国
か
ら
の
代

表
は
、
午
後
６
時
よ
り
ホ
テ
ル
浦
島
に
会

場
を
移
し
、
１
３
０
人
が
参
加
し
て
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
伴
走
の
バ
イ
ク
を
提
供
し

て
く
だ
さ
っ
た
本
田
技
研
の
社
会
貢
献
室

長
を
は
じ
め
、
紙
面
で
の
応
援
と
厚
生
大

臣
へ
の
面
会
に
お
力
添
え
い
た
だ
い
た
毎

日
新
聞
の
渋
川
記
者
な
ど
、
こ
の
マ
ラ
ソ

ン
を
陰
で
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
方
々
も

出
席
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
全
国
4
7
都
道
府
県
を
走
り

抜
い
た
了
フ
ソ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
元
気
一
杯

に
壇
上
に
立
ち
、
全
国
の
仲
間
の
支
援
が

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
を
成
功
に
導
い
た
こ
と
を

と
も
に
喜
び
合
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

洋
本
さ
ん
を
囲
み
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
応
援
フ
ラ

ッ
グ
に
サ
イ
ン
を
求
め
る
人
、
バ
イ
ク
伴

走
の
佐
藤
さ
ん
を
囲
ん
で
写
真
に
収
ま
る

グ
ル
ー
プ
、
久
し
ぶ
り
に
親
子
４
人
の
再

会
を
果
た
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
阿
部
さ

ん
、
と
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
す
す
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

海
外
研
修
派
遣
は

　

大
分
の
二
木
さ
ん
に

　

‥
１
１
月
2
6
日
、
東
京
で
開
催
し
た
全
国
患

者
・
家
族
槃
会
の
懇
親
会
で
、
恒
例
の
Ｊ

Ｐ
Ｃ
協
力
会
貝
、
海
外
研
修
派
遣
抽
選
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
が
注
目
す
る

中
、
見
事
に
幸
運
を
引
き
当
て
た
の
は
、

大
分
県
在
住
の
二
木
健
一
さ
ん
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
一
色
の
事
務

局
、
忙
し
い
充
実
し
た
日

々
。
北
海
道
は
寒
か
っ
た

な
ど
と
余
韻
に
ひ
た
る
暇

も
な
く
、
残
務
整
理
が
山

積
み
。
ど
う
し
よ
う
！

登
丁
芳

　

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

　

頂

　

１
一
月

　

東
京
都
世
田
谷
区
砧
6
1
2
6
1
2
1

　
　

″
刀
価
三
百
円
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